
子どもたちの心が大きく成長する瞬間とは。
　「子どもは皆、他者をくぐって心を育てていく。親きょう
だいや友達とぶつかったり言い合ったりする中で鍛えられ
ていくんです。そうして相手の心に気付き、また自分の心も
見えるようになる」。子どもたちの発達と教育を研究する
寺川志奈子 教授はこう語る。
　お互いを見知らぬ幼児4人を集め、しばらく共に過ごす
うちに、その関係にどのような変化が表れるかを見る研究
を行った。子どもたちだけを部屋に残して自由遊びをさせ
た後、保育リーダーが補助してみんなで「あぶくたった煮え
たった」の遊びをする。そして再び4人だけで自由遊びをさ
せ、最後に15個の飴を分け合ってもらうというものだ。「『あ
ぶくたった』を通して4人が仲良くなったグループは、互い
を気遣うように飴を分け合います。でも、遊びがあまり盛り
上がらなかったグループは、相談し合うことなく飴の取り合
いになる」という。もちろん年齢・男女で行動に差はあるが、
遊びを通して子どもの心に“他者を認める”という変化が生
まれていることが分かる。教授は、子どもたちがとる様々な
行動の意味を「発達心理学」の観点から読み解いている。

気になる行動は、新しい力が芽生えている証。
　小学生から高校生までの12年間、特別支援学校に通う
子どもたちの発達を追いかけたこともある。また近年は、フィ
ンランドの小学生を対象に、発達心理や教育環境等につ
いて日本との違いを調査研究中だ。
　こうした研究成果を生かし、教授は、子どもの発達に悩
む保護者や教員に対する相談活動も行っている。「大人は、
目標に向かって子どもを引っ張り上げようとしがちですが、
無理に急がせず、年齢ごとに見せる“発達の姿”を大切にし
てほしい」とアドバイスする。例えば、2～3歳の幼児が床の
上にひっくり返り足をバタバタさせてぐずる場面。親は言う
ことを聞かない我が子に困り果てるが、見方を変えれば、
自己アピールができる年齢になったという成長の証。精いっ
ぱい自我を発揮して、相手を求め、そして受けとめてもらうと
いう過程を通ることで子どもは成長するのだ。
　「発達のプロセスを理解し、長い目で見通すことができ
ないと、子どもの何を大事にしてどんな力を太らせてあげ
ればよいか判断できない。“その年齢らしさ”を明らかにし
て、子どもの変化を尊重できる関わり方を見つけたい」。
やわらかな口調の中に、教授の強い信念が見えた。
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